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停 車 場 通 信 

昨年１１月２７日に、厚別信濃会館で、地域の町内会や各種団体、学校、ＰＴＡなど

が一堂に会する「厚別中央地区まちづくり会議」が開催されました。 

この会議は、今年度２回目で、通算では２０回目の開催となります。 

この日は、２４の団体から計２７名の方々が参加し、今年度の主要事業の進捗状況と

来年度の事業計画に関する説明が行われた後、くじ引きで決まった４つのグループに分

かれて討議が行われました。 

 グループ討議では、厚別中央地区で進めている「防災・福祉支えあい活動」や、地域

の課題解決に向けたアイディアなどについて活発な意見交換が行われ、最後に各グルー

プから、話し合いの内容についての発表がありました。 

地域の各種団体が活発な意見交換を行いました！ 

 

                  平成２７年（２０１５年）１月１０日発行  

厚別中央まちづくりセンターだより               第２９号 

只野さんが札幌市自治振興功労者として表彰されました！ 

 

 長年にわたり地域の自治振興に大きく貢献された前厚別中央町内会連合会会長・前厚

別中央振興会会長の只野康夫（ただの・やすお）さんが、昨年１１月２０日のさっぽろ 

市民表彰式において、札幌市自治 

振興功労者として表彰され、上田 

文雄（うえだ・ふみお）札幌市長 

から表彰状が贈呈されました。 

                         只野さん、本当におめでとう 

                        ございました！ 
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～いつも笑顔を忘れずに～ 【厚別中央のひと⑬】 

子どもたちの通学時に街頭に立って安全を守っ

てくれているのが、交通安全指導員の皆さんです。

今回は、その交通安全指導員のお一人で、福祉の

まち推進センターの推進員としてもご活躍されて

いる、ひばりが丘新生会の生沢祐一（いくさわ・

ゆういち）さんを紹介します。 

インタビュー 

Q）交通安全指導員になったきっかけは何ですか？ 

A）同じ地域で指導員をしていた方が退任して、しばらく空席になっていたため、町

内会長から依頼されて平成 24 年に就任しました。子どもたちが学校に通う際に危

険な場面を見ていたこともあり、また、以前、炭鉱マンやホテルマンとして勤務し

た経験があったので、街頭に立って市民の方と接するのは苦にならず、かえって子

どもたちの安全を守るのは得意分野だと考えて引き受けました。 

 

Q）日ごろのやりがいやご苦労をお聞かせください。 

A）何といっても、毎朝、子どもたちと会えることが嬉しいです。子どもたちも、最

初のころは不思議な顔をして通り過ぎていきましたが、今では笑顔で元気よくあい

さつしてくれるので、やりがいがありますし、自分自身も、常に笑顔で接するよう

心がけています。毎年行われる町内会のクリスマスの行事でもサンタ役をやるくら

い、子どもが好きなんです。ただ、毎朝、大人にもあいさつをするのですが、あい

さつを返してくれない人が多いのはちょっと残念ですね。それでも、地道に声をか

け続ければ、いつかは返してくれるんじゃないかと信じています。 

 

Q）これからの抱負をお聞かせ 

ください。 

A）妻からは「もうやめたら」と 

言われているのですが(笑)、子 

どもたちの笑顔を見たら、もう 

尐し頑張ってみようという気持 

ちになります。もちろん、自分 

も、これからも笑顔を忘れずに、 

道行く人たちに声をかけていき 

たいと思います。 
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本年も、魅力ある快適なまちづくりを推進するため、職員一同、力を尽くして

まいりますので、引き続き変わらぬご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新年あけましておめでとうございます 

厚別区長 堀澤 純一 

施設訪問・交流研修会が行われました！ 

 

 昨年１１月１８日に、厚別中央地区福祉のまち推進センターの主催で、福祉のまち推

進センター推進員、地区社会福祉協議会役員、民生・児童委員、更生保護女性会会員な

ど４５名が参加して、施設訪問・交流研修会が行われました。 

 バスで胆振地方に向かった一行は、まず、伊達市にある知的障がい者総合援護施設「太

陽の園」を訪れ、障がいのある方々を地域ぐるみで支援する仕組みについて説明を受け

たあと、施設内を見学し、施設で生産しているお菓子や雑貨などを購入しました。 

 その後、登別市に移動し、ＮＰＯ法人ゆめみ～るが運営する地域食堂「ゆめみ～る」

を訪問して、体に優しい昼食を食べたあと、地域食堂がサロンとしての役割を果たして

高齢者の憩いの場となっている状況などについて説明を受けました。 

 参加した方々には、ぜひ今回の貴重な体験を厚別中央地区での地域活動に生かしてい

ただければと思います。 

太陽の園 地域食堂ゆめみ～る 

厚別区民の皆さまには、日ごろから厚別区政の推進にご支援、

ご協力をいただき、心からお礼申し上げます。 

厚別区では、「区民が主体のまちづくり」を進めるため、各地

区のまちづくり会議・区民協議会などへの支援や、まちづくりセ

ンターだよりなどを通じて情報提供に努めてまいりました。 
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◆編集後記◆（所長のつぶやき） 

厚別中央地区には約２万７千人がお住まいですが、各地域では、町内会活動の担い手

不足が深刻化しています。市内では、学生など若者が活躍している町内会もあり、厚別

中央でも、ぜひ幅広い世代の方々に、可能な範囲で活動に参加していただきたいと願っ

ています。信濃小学校親父の会のすばらしいスローガン「できるひとが、できるときに、

できることを」は、そのまま町内会活動にもあてはまるのではないでしょうか？〈中田〉 

１月 

厚別区・札幌市などの動き 地区の動き 

地区カレンダー 

１月 

２月 

２月 

～編集・発行～ 

厚別中央まちづくりセンター 厚別区厚別中央4条3丁目3-6 

電話 ０１１-891-3907  ＦＡＸ ０１１-895-0149 

厚別区役所ホームページＵＲＬ http://www.city.sapporo.jp/atsubetsu/ 

札幌市役所ホームページＵＲＬ http://www.city.sapporo.jp/ 

さっぽろ市 
02-Q01-14-498 

26-2-371 

１２日 厚別区新成人のつどい 

     （ホテルエミシア札幌） 

３１日～２月１日 

  新さっぽろ冬まつり２０１５ 

 

 

１日 第３５回札幌国際スキーマラソン 

          （札幌ドーム周辺） 

５～１１日 第６６回さっぽろ雪まつり 

（大通公園、つどーむ、すすきの） 

あけましておめでとうございます！ 


